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2022 年 3 月 8 日 

受益者の皆様へ 

スパークス・アセット・マネジメント株式会社 

運用調査本部 

足元の株式市場の下落に関して 

受益者の皆様におかれましては、3 月からの基準価額の大幅な下落に対してご不安をお感じのことと存じます。また

新型コロナウイルスの変異種の蔓延によって罹患、体調を崩された皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

 

日本の株式市場は 2022 年の年初から下落を続けていますが、3 月に入り、更に大きく下落しました。現在の株式

市場の下落要因は以下の三つだと考えています。一つ目はロシアによるウクライナ侵攻によって高まった地政学的なリスク

と不安感、二つ目は新型コロナウイルスの世界的蔓延以降続いてきた緩和的な金融政策が、世界レベルで転機を迎え

ようとしていること、三つ目は高まるインフレ懸念が前述の二つの要因によって加速するリスクです。これら三つをもとにして

世界同時的な不況に突入するリスクを懸念しているものと見ています。 

 

これら三つの事象を正確に予想することは困難であり、私どももそれを目論んではおりません。しかしながら、1989 年

の当社創業以来一貫して掲げてきた投資哲学「マクロはミクロの集積である」を徹底して各企業の価値を調査し、理解

することで、世界情勢や金融情勢に打ち勝って成長を続けることができる優れた企業に投資を行い、収益獲得を目指し

ます。 

 

昨日（2022 年 3 月 7 日）の下落により、日経平均株価の PBR（株価純資産倍率）は 1.1 倍まで低下して

います。ROE（株主資本利益率）は 9.3%であり、1 年後には PBR が 1 倍程度になる水準です。これは利益を生

み続ける企業群を純資産額で手に入れることが出来るまたとないチャンスが訪れたということを意味しています。加えて、

高まるインフレ圧力によって資産価格にも上昇圧力が高まっていることを考慮すると、日本企業の株式がこれほど安く取

引されていることに驚きを感じます。インフレの悪影響に留意しつつ、インフレがもたらす経済環境の変化を冷静に分析

し、不安や熱狂に惑わされることなく企業が持つ本源的価値に基づいた投資を続けることが重要であると考えます。 
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ウクライナでは悲しいニュースが続いています。過去にも人間社会や株式市場を揺るがす大きな事変、自然の脅威は

何度となくありましたが、人間社会はその都度前に前に進んできました。これが人類の歴史です。1990 年代以降を振り

返ると、1991 年湾岸戦争、1995 年阪神淡路大震災、2001 年米国同時多発テロ、2003 年イラク戦争、2008

年リーマン危機、2011 年東日本大震災と福島原発事故、2020 年コロナ危機などたくさんの悲しみを乗り越えて現在

の社会は続いています。目先の不安材料に目を向けて悲観に明け暮れるのではなく、今こそ新しい社会づくりに向けた人

間社会の前進に期待しましょう。 

 

今後も受益者の皆様に安心してご投資していただけますよう全力で取り組んでまいりますので、引き続きご愛顧いただけ

ますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

以上  
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投資信託の留意点 

以下の記載は、金融商品取引法第 37 条により表示が義務付けられている事項です。お客様が実際にご購入される

個々の投資信託に適用される費用やリスクとは内容が異なる場合がありますのでご注意下さい。ファンドにかかる費用

の項目や料率等は販売会社や個々の投資信託によって異なるため、費用の料率はスパークス・アセット・マネジメント

株式会社が運用する投資信託のうち、徴収するそれぞれの費用における最高料率を表示しております。また、特定の

投資信託の取得をご希望の場合には、当該投資信託の「投資信託説明書（交付目論見書）」をあらかじめ、また

は同時にお渡しいたしますので、必ずご覧いただき、投資に関する最終決定はお客様ご自身の判断で行っていただくよ

うお願いいたします。 

 

投資信託に係るリスクについて 

投資信託は、主に国内外の株式、公社債および不動産投資信託証券などの値動きのある証券等（外貨建て資産

には為替リスクもあります）に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、元本が保証されているものではな

く、当該資産の市場における取引価格の変動や為替の変動等を要因として、基準価額の下落により損失が生じ、投

資元本を割り込むことがあります。 

特化型のファンドは、分散投資を行う一般的な投資信託とは異なり、銘柄を絞り込んだ運用を行うため、市場動向に

かかわらず基準価額の変動は非常に大きくなる可能性があります。 

ロング･ショート戦略のファンドは売建て（ショート・ポジション）取引を行いますので、売建てた株式が値上がりした場

合、基準価額が下落する要因となります。また、ロング・ポジションおよびショート・ポジションの双方が誤っていた場合、

双方に損失が発生するために、通常の株式投資信託における損失よりも大きくなる可能性があります。 

上記は投資信託に係るリスクの一部を記載したものであり、個別の投資信託ごとに投資対象資産の種類や投資制

限、取引市場、投資対象国等が異なることから、リスクの内容や性質が異なります。 
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投資信託に係る費用について 

当社における公募投資信託に係る費用（料率）の上限は以下のとおりです。 

●直接ご負担いただく費用 

購入時手数料 上限 3.85％（税込） 

換金手数料 なし 

信託財産留保額 上限 0.5％ 

  

●投資信託の保有期間中に間接的にご負担いただく費用 

信託報酬 上限 2.057％（税込） 

実績報酬（※) 投資信託により、実績報酬がかかる場合があります。 

※実績報酬額は基準価額の水準等により変動するため、あらかじめ上限の額等を示すことができません。 

その他の費用・手数料

（※) 

監査費用、目論見書や運用報告書等の作成費用など諸費用等ならびに組入有価証券

（ファンドを含む）の売買の際に発生する売買委託手数料、先物取引・オプション取引等に

要する費用、外貨建て資産の保管費用等を信託財産でご負担いただきます。組入有価証

券がファンドの場合には、上記の他に受託会社報酬、保管会社報酬などの費用がかかる場

合があります。これらの費用は運用状況等により変動するため、事前に料率・上限額等を示

すことができません。 

※ 手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。 

※ 投資信託により異なりますので、詳しくは販売会社にお問い合わせ下さい。 

  

＜委託会社＞ 

スパークス・アセット・マネジメント株式会社 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 346 号 

加入協会 一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、日本証券業協会、

一般社団法人第二種金融商品取引業協会 
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■ 本件に関するお問合せ先 

スパークス・アセット・マネジメント株式会社 

国内事業開発本部 リテールＢＤマーケティング部 

電話番号：03-6711-9170 

受付時間：9:00～17:00（12/31～1/3・土日祝日・振替休日を除く） 

 

以上 


